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経営情報システムの調査，設計
ー経営情報システム論序説 (]I)
中辻卯
I まえがき
経営システムに包摂される経営情報システム (Management Information 
Systems-MIS)の研究，およびその具体的な調査，設計，運用が，ここでの
われわれの課題であるが，そのためにはまづその基礎概念である「システム」
(1) 
についての理解，さらにサイバネティックスの影響を受けたわれわれの研究
が所謂システムアプローチとして展開されていくなかにその特長，必要性を
検討し，そしてシステムという考え方，技術を根底として，経営システムや
経営情報システムが形成される具体的な内容の研究に進んで行くことが必要
である。
Il システム概念
システム概念において注目すべき重要な点は，構成する各要素間の相互関
連，ないし依存関係に着目し，しかもそれらの個々の部分的な関連性のみで
なく，階層性をもった全体的な総合化されたものとしてのダイナミックな連
動的な面を重視することである。
システムの究極の最小単位は，ィンプット，アウトプットならびに処理機
(1)拙稿「経営情報システム論序説 (I)」（商学論集第16巻第2• 3合併号）
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構を持つものであるが，さらに外乱（または規範）とフィードバックを加え
る（基本図参照）ことによって動態的なオペレーショナルな取扱い（動的最
適化作用ー一混乱させようとする外乱に対抗して，秩序ある状態を維持しよ
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うとする作用ーー）を表現できる（このシステムの動的最適化に際してのフィ
ードバック・ループを通じてサイバネティックスの考え方を導入する必要が
ある）。 さらにこの最小単位のインプット，アウトプットが，常に他のユニ
ットに関連し相互依存することを考察する時，システムの階層性(hierarchy)
が問題となる。しかもその階層性をもち，多様な機能をもった全体が，さら
にオープン・システムとして外部環境との間にも相互作用を行い（環境の変
化がシステムに影響を与え，逆にシステムの行動によって環境も変化をうけ
る） 1つのまとまった総合的な全体的なものとして，合理性，有効性を発揮
できるような連動的な相互関係ある統合的性格として認識されることが最も
大切である。この点のアプローチ（一般システム理論）において，種々の専
門分野に共通する問題の混成的接近，あるいは多分野的接近による共通な理
解をもつ方法がとられるのも特色である。
以下参考のために若干の人々の「システム概念」を列記する。
(2) 
Richard B. Kershnerは次のように述べている。
「システムとは，一連の事象，事物（生物・無生物を問わず）の集合体であり，それ
はあるインプットを受け取り，それらインプットに働きかけてあるアウトプットを生み
出すように挙動し，しかもそのインプットとアウトブットとの間にある函数を極大化す
ることを目的として挙動するものである。」
(2) R. B. Kershner, A Survey of Systems Engineering Tools and Techniques, 
in OR and SE. (ed. by C.D. Flagle and others) 1960, pp.141~142。
日本能率協会EDP委員会訳「ORとSE」（昭36, 日本能率協会） pp.172~174。
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この定義には，システムズ・エンジニアリングの対象についていくつかの重要な特性
を，かなりはっきりと示唆している。
第1に，ィンプットに「働きかける (act upon)」という言葉が重要な意味をもって
いる。すなわち，システムはダイナミックなものである。 まった＜静体的な (static)
事物は，システムではありえない。システムは本質的にダイナミックなものであり，シ
ステムズ・エンジニアリングではダイナミックな数学的手法が極めて重要なものとなる
のである。
つぎに重要な点は，前の定義中の「目的として (withthe objective of)」という言葉
である。つまり，われわれの考慮の対象のシステムは，つねになんらかの人間の目的，
意図を内包しているのである。雷雲群は，ィンプット．ァウトプットを持ち，なるほど
その挙動はダイナミックである。したがって数学的解析の対象：こぱ当然なりうる。しか
し，そこには人間の意図や統制という要素はまったくないので，システムズ・エンジニ
アリングの諸手法は，ほとんど応用の余地がないのである （人工衛星は対象となる）。
それ故，ダイナミックな要素を含む事物の体系はすべてシステムズ・エンジニアリング
の取り扱う対象だと考えることは適当ではなく，やはり，対象の挙動に人間の意志目的
が反映するようなときのみ，システムズ・エンジニアリングが問題となると考えるべき
である。
最後に上記定義で，「インプットアウトプットとの間のある函数を極大化する」こと
が「目的」 と述べたが， これはやや問題をせまくしぽりすぎたかに思えるかもしれな
い。しかし，実際上どんな目的，目標値もインプット，アウトプットの値いに関連づけ
られるものであるし，その点を「函数」という言葉で表現したわけである。かつ，この
極大化さるべき函数は， いわばンステムの価値尺度と考えられよう。 システム最適化
(system optimization)のプロセスは，結局つぎの 2つの部分プロセスにわけられる。
すなわち，第1に，この（価値）函数の設定，第2に設定された函数を極大化するよう
にシステム構成，システム挙動を変化させることである。この第1のプロセスの方が第
2よりもずっとむずかしいことがしばしばあるわけである。 「最適化」は，つねにいく
つかの制約条件下に，システム構成，システム挙動の可変要素を操作することによって・
遂行される。しかし実際上，可変要素のあるものは変動させることができない場合が多
く，したがって「最適化」は多くの場合， 「狭次最適化 (suboptimization)」となる。
(3) 
Stafford Beerは次のように述べている。 ． 
システムという場合，それは連結 (connectiven~ss) に対する名称として使用される。
すなわち，一緒に連絡された諸部分から構成されているものはシステムと呼びうるだろ
う。しかしそれは各部分間の連絡，全組織の動的な相互作用が研究の対象となる時にの
みシステムとして理解されるのである。統一的集団の連動的構造の意味をもち，一つの
(3) S. Beer, Cybernetics and Management, 1959, pp. 9 ~ 11。
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メカニズム的なとらえ方である（例えば，玉突きゲームはシステムであるが，玉突きの
五一つではシステムではない）。 しかもわれわれが定義するために選んだシステムは，
互に関係のある多数のシステムの部分をふくむと共に，また一連の大きなシステムの部
分システムでもある。全体は部分と，また部分はそれぞれ相互に目的達成体系としての
論理構成をなす全体と部分である。
これだけでもシステムの研究が決して容易でないことがわかるが，なおそれを理解す
るためにわれわれが取扱おうと思うシステムを孤立させ記述することに成功したと仮定
する。
いま一枚の紙の上に書かれた一連の点でこのシステムを作る「少片(bitsand pieces)」
をあらわす。システムの連結は，点と点とを結ぶ線を引くことによってこの図にあらわ
すことができる。ある点はあらゆる他の点とよく連結されるが，ある場合には一つの点
はその仲間の一つとのみ連結されるということもあるだろう。
このように書きあらわしてみると，われわれはシステムを一種の網目として見なすよ
うになる。われわれが関心をもつこのネットワークの特質は，線によってあらわされる
パターンである。そしてこのパターンは，この特定のシステムが活動を行うにつれて，
システムそれ自体において相互に作用するごとに，瞬間瞬間に多分変化するだろう。シ
ステムがあらわすコントロールの性格と程度は．このネットワークのパターンの動きに
よってあらわされる。
いま n個の要素から構成されているある一つのシステムがあるとしょう。若しこれが
システムであるという以前でも，この組はどんなものであるかを見出すためには， n個
の調査を予定する必要があるだろう。しかしながら一たびそれがシステムであるという
ことが明らかにされたならば， n個の要素それ自身だけが調査されるだけでなく，各要
素間の n(n-1)個の関係も調査されねばならない。その関係数は 2n(n-1)ということ
になる。 nという数字にかわり，より具体的に7個の要素のみをもったシステムを考え
てあてはめてみよう。このシステム自身の内に42の関係をもつ。これらの関係のそれぞ
れが存在するか，或は存在しない時，ネットワークであらわされるパターンとしてこの
システムの状態を定義するならば，その場合242個のシステムの異った状態が存在する
だろうと考えられる。これは異様に大きな数である。すなわち 4兆以上である。
この数がシステムの精密なそして徹底的な調査がいかに困難であり，また異常である
かを示す根本的な理由である。換言すれば，動態的な状態において活動を行いつつある
システムが，ある期間に一つの状態から他の状態に非常に急速に移るとすると，この動
作を説明するのに明らかに莫大な調査を必要とするだろうと言える。しかしながらある
与えられたシステムでコントロールの問題を理解しようとするにはこの方法による以外
にはないのである。
(4) 
R. N. Anthonyは， Webster'sThird New International Dictionaryの定義，すな
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わちシステムは「共通の計画に従うところの， もしくは共通の目的に役立つところの，
多くの，たいていは異った部分から形成される複合の一単位」というのを引用し， 「こ
の定義には二つの本質的観念がある。すなわち，（1）一つのシステムの個々の部分は異な
っていることが多い。そして，（2）部分の集りは統一体·~あるいは一つの全体ーーを形
づくる。それは部分が『共通の計画に従う』からか，あるいは『共通の目的に役立つ』
からか，のいずれかによる」と述べている。
(5) 
人見勝人教授は次のように述べている。
システム概念において大切な観点は， 「全体性」と「関連性」である。システム理論
で強調される最も重要なことは，システムが多様の特殊な構成要素や機能から成り立っ
ていても，総合化された全体的なものであることを認識する点にある。このシステム的
全体 (systematicwhole)を構成する要素は，つねに相互に関連ないし依存するのであ
り，このシステム構造の関連性，換言すれば要素間の拘束の下にシステム挙動が議論さ
れる。
システムはそれぞれの目的や成因に従って，その外的・内的な環境の下で自己統制を
行なってその最適化への途を進むことになるが，このようなシステムのあり方は，コン
トロール・システム的性格を有するものである。
システム概念において問題となるいまひとつ重要なことは， システムの階層 (hie-
rarchy)または水準 (level)である。システムのヒ゜ラミッド構造に従って，機能も上位
のシステムに対して副次化されることになる。システム解析に際しては，目標とするシ
ステムの階層に注意して，解析の目的に従って高位システムやサプ・システムとの関連
において物事を論議すべきである。
(6) 
また別の機会において，システムの 4つの属性として，集合性，関連性，目的追求性，
環境適応性をあげている。
同様に，山本純一教授は，システム研究者たちが共通の考え方に達している一般概念
(7) 
として，全体性，関連性，機能，挙動過程，階層または水準をあげている。
このようなシステム概念をマネジメントの場に適用するとき，どのような
(4) R. N. Anthony, Planning and Control Systems, 1965, p. 4 
高橋吉之助訳「経営管理システムの基礎」（昭43．ダイヤモンド社） pp.7~8. 
(5)人見勝人稿「システム概念とその最適化」 （システム研究会編「経営システムの
研究」日本事務能率協会） pp.41~43.
(6)人見勝人稿「システム概念と設計」（会計情報システム講座3, 日本経営出版会）
pp,70~78. 
(7)山本純一稿「事務管理とシステム」（現代経営学講座7,有斐閣） pp.34~38. 
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ことが理解され，認識されるであろうか。
(8) 
R.A.ジョンソン等は次のように述べている。
(378) 65 
システム概念は，内的および外的環境の要因を，一つの統合された全体と
して示すための枠組みを提供し，それによって，サブシステムの機能を認識
することが可能となり，また経営者が運営しなければならないスーパーシス
テムをも認識することができるようにそれらの複雑さをある程度解消し，そ
のような複雑さの本質を認識し，ひいては，知覚された環境内で運営を行な
うことが容易になる思考方法を育成するものと考えられる。
典型的な経営システムは，入力，出力，処理，統制機能をもち，環境によ
って影響され， また逆に影薯を与えて動態的な均衡状態 (dynamic eguili-
brium)をたもつ開放システム (opensystem)であり，また更に，数多くの
目標を達成するためにお互に関連しつつ活動する部分システムから成り立っ
ている。それ故，経営のためのシステム理論の目的は，複雑な全体の構成，
動態的な活動にともなう行動を認識し，意思決定のための客観的な理解され
(9) 
うる環境を示すネットワークのよりよい姿を提供せんとするものである。
(10) 
またT.R．プリンスの如く，意思決定過程の情報的側面を取り上げ，経営
システムを，それぞれの意思決定過程における必要な情報とデータの発生源
泉とを連結し，またその情報の利用者による活動を含むすべての経営過程に
広がる一連の大恙な経営ネットワークと見なすこともできる。
(8) R. A. Johnson, F. E. Kast & J. E. Rosenzweig, The Theory and Manage-
ment of Systems, 1963. (McGraw-Hill) p. 3, p. 10, pp. 91~96, p. 98 
横山保監訳「経営システムの理論とマネジメント」（昭．44日本生産性本部）
(9)なおこれに関する問題はすでに若干取り扱った。拙稿「マネジメントとシステム
理論(1)」（商学論集第8巻第3• 4合併号）
(10) T. R. Prince, Information Systems for Management Planning and Control, 
1966-(Richard D. Irwin) pp. 3~27. 宮川公男監訳「計画と管理のための情報シ
ステム」（昭．46ダイヤモンド社） pp.3~28. 
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m 情報システムの分析、設計
約7年前に「システムの調査，分析，設計の作業には，例えば監査人が利
用するために確立された如き，一般に認められた慣例，あるいは標準として
固定されたものはまだ存在しない。その理由は，システム調査，分析，設計
という仕事が比較的最近に出現したものであり，そして多分システムに関す
る考えは，経営機械の今後の新しい革新，進歩によってなお更に変動する状
態にあり，一般化，標準化されるまでにはまだ時日を要するからである。」と
(11) 
述べたことがあった。
その後，システム分析等に関する文献は数多く出版され，電子計算機のす
ばらしい発展もみられたが，なお情報システムの研究において検討されるべ
き問題点を数多く残している。
そのうち若干の重要な問題として，（1）情報システム分析と事務分析とに分
離した場合，特に前者の研究にまだ確立したものが見出し得ないこと，（2）所
謂帰納的方法，演繹的方法，飛躍的方法による研究の手順に対する検討が不
十分であること，さらに(8)マネジメント・システムとそのサブシステムとし
ての情報システムとの関連を十分認識した上での展開にまで至っていないこ
と等が指摘される。
それ故，経営システムのサブ・システムとしての経営情報システム (MI
S)の性格，目的を明確に認識した上で，その目的達成のための機能的性質
を把握しつつ第一段階の調査を行うべきであり，そこに情報システム分析の
新しい研究領域，また前記三つの方法を並列させ，それらを統合化し，さら
に経営システムとの有機的な相互関連のもとに検討されるべ送アプローチを
見出し得ればと考慮しつつ一つの試論を展開してみたいと考えている。
われわれは，経営事務の近代的な性格は次のような二つの課題をもってい
(12) 
るということを前稿で指摘した。
(11)拙稲「事務管理論」（昭．41．青山書店）
(12)拙稿「経営情報システム論序説 (I)」（商学論集第16巻第2• 3合併号）
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(1) まず如何にすれば効果的に他の経営機能に貢献しうるか，業務機能，
管理機能，経営機能との結びつきが最も合理的であり，それらに最もよく奉
仕で吾るようになるには如何にあればよいか，しかもそれらが組織全体の目
標に対して効果的であるようにするためには，どのように経営全体の事務活
動を調整すればよいか，という，適切な情報の処理と提供が「経営活動に貢
献する性格を向上させるというファンクショナルなつかまえ方」が第一の重
点であり，
(2) しかる後に，「作業要素的なつかまえ方」として，「事務作業自体の能
率化，事務の作業管理のための科学的方法の適用」が問題としてとり上げら
れるべきである。
それ故近代的な事務は，
(1) (i)高度の経営管理に十分に利用し，役立たせうるような適切な情報
を供給し，（i)要請されたサービスを提供し，経営内のその他の主要な機能
の逐行を支援することにあり，
(2) しかもその事務活動を妥当な期間と妥当な努力，そして妥当な費用の
支出で完遂する必要がある。
経営事務の近代的な性格は，このような二つの課題を担ったものである。
また目標としての「経営情報システム」は，第3期のプロセッサーといわ
れる，より発達した電子計算機とテレプロセッシングの完全な結合システム
であるオンライン・リアルタイム・システム (online real time system)を
(13) 
技術的前提として， T.D．ギャラガーのいうこでとく，あらゆる階層の管理者
に，彼らに影響を与える経営活動のすべてについて，つねに完全な情報を提
供することにあり，少なくともつぎの三つの内容，側面，あるいは重点とい
われるものが，もちろん単独の孤立した側面としてではなく，相互に関連し
た総合的に包括されたものである。一つは「データ処理の総合化」， すなわ
ち経営活動をささえるために裏づけとして必要なすべてのデータの集中一貫
(13) J.D．ギャラガー著岸本英八郎訳「MIS」（日本経営出版会）
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処理の合理化追求を課題とした事務の作業的側面の総合的システム化，つぎ
には「計画の総合化と機動性」， すなわち組織の部分的障害，セクショナル
な考え方を超越して，経営全体の観点から，新しい経営技法を活用して，し
かも機動的に意思決定を行ないうるようにシステム化すること，さらに企業
内のできるだけ多くの領域での「フイードバック・コントロール・リンク
(feedback control link)の実施」，すなわちタイムリーな情報，ランダムな
利用可能性を基礎としての例外原理による経営管理と業績評価をそれぞれ実
(14) 
施可能にするようにシステム化することにある。
経営情報システムは，まずこのような目標を効果的に遂行しうるように，
•それらから演繹された体系でなければならない。それ故，経営情報システム
分析は，必要な経営諸活動（計画活動，管理活動，業務活動）を遂行するた
めの情報システムのあり方を検討し，第1の課題である機能的な役割をはた
しうるような過程と要素に細分化し，情報の収集，処理，条件，利用に関す
る調査研究を行なう情報の利用のしくみの分析に重点をおいたものでなけれ
(15) 
ばならない。
そしてさらにそれらを裏づけるものとして，また第2の課題である作業要
素的側面の能率化として，事務分析（事務手続分析，事務作業分析）が行わ
れるべ合である。
従来までは後者の事務分析のみが問題とされ，また種々の分析の技法もそ
れを中心として発達したものであるが，経営情報システムの確立のためには，
前者の情報システム分析の研究がより重要な地位をしめなければならない。
若しそれを欠いた場合は，個々の詳細な点に没入し，末節的な取り扱いや手
法の吟味をこととし，作成される情報のアウトプットがいかなる意味をもつ，
どのような役割をはたすかという重要な問題を考えないことになり，それで
は経営システムにほとんど何らの貢献をも示さない結果に終ってしまう。
(14)拙著「経営管理とコンピュータ」（昭46．中央経済社） pp.187~188,p. 190. 
(15)古農文雄著「システム・アナリシス」（昭44．日本経営出版会） p.30.
野々 口格三著「事務管理新論」（昭44．同文舘） pp.261~264
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W システム分析、設計の手順
(1) 演繹的アプローチと帰納的アプローチ
(382) 69 
われわれの思考方法には，大苔くわけて二つの思考論理がある。すなわち
最初にあるべき（理想の）姿を設定し，制限条件によってこれを修正して結
論を求めようとする演繹的思考と，現実の姿を分析して，理論に照らして不
充分な点を修正しようとする帰納的思考である。
この二つの論理思考は，そのままシステム設計のアプローチにも適用され，
一方は演繹的アプローチ，他方は帰納的アプローチとしてシステム・アプロ
ーチの代表的パターンとされている。向 摯，島田達巳の両氏はこれらの両
方の一般的手順および両者の特質を理解しやすいように次のように列挙され
（1，6） 
ているので引用させていたたく。
（演繹的アプローチ）
目的と機能を決定する
↓ 
理想案の概要を組みたてる
↓ 
必要な情報を集める
↓ 
多くの代替案を作る
↓ 
実行可能案を選ぶ
↓ 
細部を含めての理想案を作る
↓ 
理想案を試行する
↓ 
修正理想案を設定する
（帰納的アプローチ）
問題が何かをはっきりつかむ
↓ 
現状のあらゆる事実を集める
↓ 
問題点，不具合を摘出する
↓ 
改善のための原等理の適，原用則， チェ
ック・リスト
↓ 
実用で送る着想を選ぶ
↓ 
改善案にまとめあげる
↓ 
改善案を試行する
↓ 
改善案を設定する
図1． システム・アプローチの手順
(16)向 摯，島田達巳著「企業システムの分析と設計」（昭46．中央経済社）pp.160~161. 
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区分 1 演繹的アプローチ | 帰納的アプローチ
① 現状にとらわれず自由に理想案 ① 現状分析から始めるのでアプロ
が描ける ーチが比較的容易である
メ ③事実の収集は必要限度内で行な ③ 現状を基盤としているので，実
リ われる 行可能性の高い案を設計できる
⑧ 独創性のある革新的な改善が期 ⑧ ミクロな問題についても具体的
ツ
待できる な改善が期待できる
卜 ④ 新システムの設計に適している ④既存システムの問題解決に適し
⑤ システム間調整が容易であり， ている
全体最適化が行なわれる
① あるべき姿から始めるので，高 ① 現状の制約条件にふりまわされ
度な知識・経験を必要とする て，問題を真に解決できない場合
デ
③理論，原理，原則に依存し過ぎ がある
現状を無視する場合がある R 必要以上のムダな情報収集が行
メ
⑧ ミクロな問題について具体的改 なわれる場合がある
リ 善を求めるのはむずかしい ⑧現状分析に負担がかかり，分析
ツ
倒れになる危険性がある
④分析手法の選択を間違えると，
卜
現状の把握が不正確となる
⑥ 独創性や革新性をあまり期待で
きない
⑥部分に重点がおかれ，全体性・
関連性を見失いがちである ｀ 
(2) S．オプトナーのシステム設計の手順
s.オプトナーは，調査，仮説，実施の 3つのステップにわけ，つぎのよ
(17) 
うに述べている。
①調査 (investigation)
現在のシステムは何かという質問は，システム分析者の出す最初の質問で
あり，時には最も重要な質問である。現行の方法が不十分であり，不適切な
ものかも知れないが，調査者がその徴候を理解することによって始めて問題
(17) S. L. Optner, System Analysis for Business Management, 1960.(Prentice-
Hall) pp. 30~40 
植木繁訳「経営のためのシステム分析入門」（昭36．日本能率協会） pp.38~48.
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を綿密に記述することができる。
現在のシステムの性質を如何にして知るか。この段階ではデータを集め面
接を行なうことに専念すべきである。情報には二種類ある。一つは書かれた
言葉であり，他の一つは語られた言葉である。両者とも利用しなければなら
ない。あらゆる有効なものを拾い出す心掛けが必要であるし，現在ある情報
は徹底的に利用すべきである。
調査を始めるとすぐにモデルが頭に浮んでくる。分析者にとってはこのモ
デルが，問題の検討方法に関する第一の着想であり，またそのシステムの再
編成の方法を示すものである。システム再編成方法の指針として，このモデ
ルが信用できることもあるし，また信頼できないこともある。調査の段階で
もシステム技術者が自然に問題解決に捲き込まれるかもしれない。調査期間
中に解決策の発見に努力することはなかなか避けられないが，この時期は飽
くまでも調査が目的なのであるから，システム分析者はデータ収集者になり
切るように努力しなければならない。
⑧仮説 (hypothesis)
この検討分野は調査と実施の中間時期であり，思考モデルをためして見る
ことと，新しいシステムを提案することの 2段の重要な段階がある。検討中
に起る事柄によってフィードバックの必要性がおこる。システムを実用する
造か以前に全システムを紙上で計画し，作り上げるが，これは実用性につい
ての実験的証明がないので，ただの仮定計画に過ぎない。モデルにはいろい
ろの形式がある。数学的表明ならばたやすく試験ができるが，いつもこの形
式にすることはできない。経営システムは実行することが最も厳しい試験で
あるが，その一歩手前の試験として，システムをこれから実用しようとする
人々の批判と意見を聞く方法がある。
⑧実施 (implementation)
パイロット施設を作ることは極め・て有効ではあるが，いつでもこの施設を
作ることができるわけではない。パイロット施設ではシステムの小型モデル
によって実際と同じ状況で運営して見ることができる。したがって大規模な
72 (385) 経営清報システムの調査，設計（中辻）
→1 現行のシステムを分析する
}1漏査↓← 
モデルを作成する
l 
モデルを検討する
I 1仮説I→↓ | 
新システムを提案する
| 
↓ 
新システムを試験的に実施する
}1実施Il 
新システムを完全に実施する
l 
図2. S．オプトナーのシステム設計の手順
施設を作らないうちに欠点を発見し，是正することができる。
システム研究の最後の段階は，パイロット・テストを一歩一歩延長し，最
終的に目的の全範囲に及ぼすことである。新しいシステムは一歩こゞとに確か
めてゆかねばならない。拡大すること自体がシステムの適否の試験になる。
こうして完全な実施に移ったあと，しばらくの間はシステム要素が計画通り
に働いているかどうかの査察期間をおかねばならない。
(18) 
(3) G，ナドラーのシステム研究の手順（ワーク・デザイン）
ナドラーは，ワーク・システムを，デザイン・アプローチ，つまり分析的
(18) G. Nadler, Work Design, 1963 (Richard D. Irwin)，村松林太郎他共訳「ワー
ク・デザイン」（昭41．建吊社）
吉谷龍一著「ワーク・デザイン」（昭40．日刊工業新聞社）
師岡孝次著「ワーク・デザイン入門」（昭41．日科技連）
同上著「システム設計の実際」（昭46．日科技連）
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アプローチや調査的アプローチに対応するものとして，現状の調査，分析を
一切行なわず，初めから必要な機能を行なう理想システムの設計を行ない，
それに修正を加えることによって実施に移して行く方法として提案している。
ワーク・デザインとは，理想システムの概念により，必要な機能を果すも
っとも簡単かつ効果的なシステムと方法を明確に行なう，計画中ならびに現
(19) 
行のワーク・システムの体系的な研究であり，応用アプローチには次の10段
(20) 
階がある。
1 機能の決定
2 理想システムの展開
3 情報収集
4 対案システムの提起
5 実行可能な案の選択
6 ワーク・システムの具体化
7 ワーク・システム設計の検討
8 ワーク・デザインの試験， ワーク・システムおよび方法の導入
10 達成規準の設定
(4) T. B．ゲランス等の SO P (Study Organization Plan)のシステム研
(21) 
究の手順。
彼等の研究は， マネジメント・システムの形成過程における最初の段階
ーシステムの分析と設計一~こ
の段階を図の如くさらに三つの局面に分ける。
局面 Iでは，組織とその基礎的関係を探究するために，現行システムを理
解する。
(19) G. Nadler,村松松太郎他訳 p.39.
(20)同上 p,544.
(21) T. B. Glans et al, Management System, 1968, (Holt, Rinehart and Winston) 
鵜澤昌和監訳「マネジメント・システム」（昭45．日本経営出版会）
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段階 I 段階 I
分析と設計実 施
段階皿
運営
/／  -----
局面 I j 局面 I ! 局面直
現行システムの iシステム要件の l新しい
鴫 漢定 ， ！システムの設計
図3. T.B．グランス等のシステム研究の手順
局面Iでは，真のシステム要件に関する正確な明細書を作るために，局面
1の分析結果と予測可能な要求事項とを結び合わせる。
局面皿では，この基礎的要件に関する明細書に基づいて新しいシステムを
設計し，それを新しいシステム計画の形で経営者に提出する。
(5) システム分析，設計の手順の検討
オプトナーの帰納的方法，ナドラーの演繹的方法（ただし発想的方法とも
(22).....  (23) 
いえる）に対して，両方法を並用することを提案する人も多くなってきた。
グランス等の場合も帰納的方法とも考えられるが，局面Iのシステム要件の
決定を重視し，その場合「現在の諸関係を超えた視点で，将来の企業目標や
諸目的に適合するために，論理的にそのシステムになにが求められているか
(24) 
を見出すことが必要である。」と演繹的手法の重要性を指摘している。
従来の事務分析は，それまで行なわれていた事務作業をそれまでの領域内
で改善するための帰納的アプローチに終始していたが， ここでまず問題とし
なければならない経営情報システムの分析は，経営システムのサブ・システ
ムとして，経営目的達成のために必要な諸機能（計画機能，管理機能，業務
機能）の遂行に必要な情報を整備開発する演繹的思考がまず優先して取り上
げられなければならない。この方法が「理想的な経営情報システム」の大枠
(22)師岡孝次著「システム設計の実際」（昭46．日科技連） p.iv
(23)例えば，高仲顕編「システム設計と管理」（昭40．朝倉書店）
河口千代勝，今井俊勝共著「コンピュータ戦略経営」（昭46．白桃書房）
(24) T. B. Glans et al. op. cit. p.193訳本 p.251.
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を描くことに役立つが，その企業の特性，規模，経営構造等（現状のみでは
なく，将来の成長，発展の要素をも加味して）を考慮して修正する必要があ
る。 （演繹的といっても詳細な現状分析を経ずにということであって，どう
いう企業であるか等のその企業の状況を全然無視したものでないことは勿論
前提としている。 「情報システムの開発は，この企業の特性を理解し，その
企業の体質に合わせて行なわなければ，真の効果は期待できない。」と古農文
(25) 
雄氏は述べている。）
土岐秀雄氏も「企業目的に結びつけて，全体的管理をするための各部門活
動の管理・統制は，いかに行なわれているかをつかむこと。その場合，どの
ような情報が利用されているか，またどのような情報を利用すべきか，企業
本来の目標や方針•特殊性，それを避け得ない外的制約などの条件は何か…
(26) 
……を考慮しなければならない。」といわれる。
またこれにはグランス等が局面JIの「システム要件の決定」での方法が，
「新しい家を設計しようとする建築家のそれによく似ている。」 と述べてい
る点が参考になる。すなわち， 「第1に，建築家は顧客である家族の計画と
考えを聞き，また家族の収入や構成をしらべる。同時に，現在の住居につい
てその趣味や嗜好を銀察し，書斎や台所の配置や広さを書き留めておく。次
に彼は，家族の計画をその資力と合うものにもっていく。たとえば4つ目の
寝室を作るためには，仕切りのあるベランダや余分の浴室を断念するだろう
かとか，造園の一部を延期して，冷房装置を入れるだろうかなど。以上の情
報に基づいて初めて，建築家は可能な資金の限界内で要求事項を規定化し，
(27) 
家族全体に満足のいく設計の明細書を作り上げることができる。」と。
さらにE.A．ジョンソンも同様に類推して指摘していることは，かつてす
(28) 
でに紹介した点であるが，非常に重要である。
(25)古農文雄著前掲書 p.64.
(26)土岐秀雄著「EDPシステム設計」（昭43．日本経営出版会） p.196.
(27) T. B. Glans et al, op. cit. p.14訳本 P・18.
(28) E. A. Jhonson, Accounting Systems in Modern Business, 1959. (McGraw-
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V 情報システム分析、事務手続分析、事務作業分析
情報システム分析は，まず経営目的，経営構造，経営環境等からマネジメ
ント・システム（分析）によって明らかにされた諸計画機能（意思決定活動）
を遂行するに必要なアウトプット情報を演繹的に描き出す。従来まで特に不
充分なものであった戦略的，革新的計画，非定型的意思決定に対する情報活
動は，新しい特に重要な問題として検討しなければならない。そして「この
情報要求は，情報の流れを確定していく過程で情報源とつき合わされ，それ
(29) 
らの情報の流れは統合されで情報システムができあがる。」
(30) 
T.R．プリンスも次の如く述べている。
システム分析者は，企業組織全体にわたる意思決定活動に関連する（ある
いはそれぞれの問題領域の解決における）情報要求を明確にし，それらの情
報要求を満たすために使える，あるいは使えるようにすることができるデー
夕源をリストし，特定の経営科学的用具および手法を用いて，情報要求とデ
ータ源とをつき合わせることによって経営情報システムを設計する。
経営システムと経営情報との具体的関連については，すでに若干取り扱っ
(31) 
たことがあるが，今後さらに別の機会に検討しようと考えている。
演繹的に「情報システムのアウトプット情報は，管理方式と管理のボイン
(32) 
トによって規定される。」 しかし与えられた管理システムを前提として，そ
れに必要な有用な情報内容を決定して行く側面（経営管理システムを遂行す
Hill) pp. 94~96. 
拙著「経営管理とコンピュータ」（昭46．中央経済社） pp.28~31. 
拙稿「システム研究について」（商学論集第7巻第5号）
(29) T. R. Prince, Information Systems For Management Planning and Confrol, 
1970, (Richard D. Irwin)，宮川公男監訳「計画と管理のための情報システム」
（昭46．ダイヤモンド社） p,53.
(30)前掲訳本 pp.15~28.
(31)拙稿「意思決定と経営情報(1),(2)」（商学論集第14巻第2号，第3号）
(32)古農文雄著前掲書 p,124.
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る諸機能，それらの諸機能間の関係，諸機能と情報との関係，さらに情報と
情報との関係を把握することによっで情報の流れをとらえる，情報利用のし
くみに重点をおく）は，情報システム設計に与えられた重要な問題である。
（しかし若し前提としての経営システムに明らかに欠陥があれば，当然指摘
し，上位システムそのものを改善した上でなければ満足すべき情報システム
は設計され得ない）。
以上のような経営「青報システムが，経営システムとの関連において具体的
に把握された上で，さらにそれらの情報の流れを現実的に遂行する事務手続
（帳票の流れ，取扱い経路）の分析，設計（一定の記号で図式化される）が
実施されなければならない。この段階では現行の事務手続との比較の上での
修正が必要である故，現行の事務手続の調査分析も行なわれる必要がある。
ただし帰納的方法としての現状分析ではなく，その現状を情報システム設計
から考えられるあるべ吾姿との対比のため，現状の欠陥を修正せんとするた
めの分析と考えることが重要な点である。それ故，事務手続作業とか，帳票
の設計の改善という点でも，まずそれらが情報システムとの関連において果
す機能的役割を十分検討した上で，さらに作業能率的側面の促進という点を
考慮しなければならない。帳票がどのような順序，手続で作成されるか，ま
たどのような帳票の設計が適切であるかを情報システムとの関連で研究し，
さらにとくに流れの上で無駄や不合理がないか（広範囲にわたる単位事務，
単位作業を総合的に把握する方法）を検討する必要があるのである。
そしてさらにそれらの各単位事務を，要素作業，動作に区分して，時間研
究や動作研究の手法によって観測調査し，改善しようとする事務作業分析が
(33) 
続く。事務作業分析の従来の技法は，作業的側面にのみ重点をおいた（機能
的側面との関連は全然考慮されずに行なわれた）ものであるが，しかしその
限りにおいて十分役立つものである。われわれもその点従来の手法を大いに
活用する必要はある。
(33)これらの点については，古農文雄著前掲書 p.11,pp.30~31, 154~155, 176~ 
178参照のこと。
